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総合政策局技術政策課 

 

「運輸分野における水素・燃料電池等の利活用の拡大を目指した技術検討会」を開催します 

 

国土交通省では、運輸分野における水素・燃料電池等の更なる利活用の拡大、利便性の向上

等を目指して、官民が情報を把握・共有し、技術的課題を整理していくとともに、具体的な解

決策等を検討するための官民プラットフォームとして、「運輸分野における水素・燃料電池等

の利活用の拡大を目指した技術検討会」を開催することといたしました。 
 

2050年カーボンニュートラルの実現や、2030年度温室効果ガス 2013年度比 46%削減目標に向け、脱

炭素化の有力な非化石エネルギーとして、水素等が注目されています。特に、水素エネルギーは、電力、

民生、産業、運輸部門など多様な分野への用途の拡大を通じて、スケールメリットによる利用コストの

低減等が期待されています。 

また、本年 10月に閣議決定されたエネルギー基本計画では、運輸部門の脱炭素化に向けて、ＦＣＶ

（ＦＣＥＶ）の導入拡大に加えて、燃料電池も活用できる船舶、燃料電池鉄道車両等への用途拡大に向

けた技術開発や実証、倉庫や港湾ターミナル等における燃料電池の導入、航空機部門の脱炭素化等を進

めること等が盛り込まれています。 

一方、運輸分野で利用される水素エネルギーの貯蔵・供給等を図る手段の一つとして、水素タンク等

が注目され、既に乗用車への社会実装もなされているものの、他の運輸分野への用途拡大については、

技術面、コスト面、制度面等からの様々な課題が存在している現状にあります。 

このため、我が国における CO2排出量の約 2割を占める運輸分野において、まずは、燃料電池トラッ

ク・バス、港湾荷役機械、燃料電池フォークリフトや小型船舶、鉄道車両、航空機などの輸送機材への

水素タンク等の更なる利活用の拡大、利便性の向上等を目指して、官民が連携して所要の情報共有を図

りつつ、ソフト面・ハード面における技術的な課題等を整理していくこととしました。 

あわせて、行政関係部局及び関係団体等が参画し、多様な輸送機材への水素タンク等の更なる導入に

向けた解決策等を検討するための官民プラットフォームとして、新たに標記の検討会を 10月 29日に開

催予定です。 
 

記 
 

１．日 時：令和３年１０月２９日（金）１５：００ ～ １７：００ 

２．場 所：中央合同庁舎第３号館１０階共用会議室（オンライン会議併用） 

３．議事案：①運輸分野におけるカーボンニュートラルの取り組み状況等に関する行政側からの報告 

②各業界団体における取り組み状況等に関する報告 

③意見交換 等 

４．構成員：別紙１参照 

 

○本検討会は傍聴不可ですが、冒頭のみ撮影可能です。取材を希望される方は、別紙２に基づき電子

メールにてご登録願います。 

※新型コロナ感染症拡大防止の観点から、マスクをご着用頂くとともに、原則各社１名まででお願

いいたします。また、風邪のような症状がある場合には、来場をお控え願います。 

○会議資料は、後日、国土交通省ホームページにて公開する予定です。 

 

【問い合わせ先】 

総合政策局技術政策課 中川、堀井 

TEL：03-5253-8111(内線 25-615,25-625)、03-5253-8308(直通) 

 


